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1 はじめに

本論文では、『日本語話し言葉コーパス』（Corpus

of Spontaneous Japanese：CSJ）及びその構築技術

を紹介する。このコーパスは、科学技術振興調整

費による開放的融合研究「話し言葉の言語的・パ

ラ言語的構造の解明に基づく『話し言葉工学』の構

築」プロジェクト（1999 年度～2003 年度）［1］にお

いて国立国語研究所と共同で構築されたものであ

る。CSJ は主に講演などのモノローグを対象とし

た自発的な話し言葉の大規模コーパスであり、こ

のコーパスには音声データだけでなく、転記テキ

ストも含まれる。さらに転記テキストには様々な

言語情報が付与されている。図 1 に、CSJ に付与

された言語情報の概要を示す。

データの収録と転記、形態素や韻律情報の付与

2 自然言語
2  Natural Language

2-1 日本語話し言葉コーパスとその構築技術
2-1  Construction of the Corpus of Spontaneous Japanese and

Annotation Techniques
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要旨
『日本語話し言葉コーパス』を構築するにあたり、情報通信研究機構が行った情報付与について述べ

る。我々が付与した情報は、形態素、節単位、係り受け構造、要約、談話構造であり、これらの情報

は、XML を用いて統合されている。形態素情報は、我々が提案した形態素情報付与の枠組みに基づい

て人手コストを軽減することにより、転記テキストに半自動で付与した。次に、この形態素情報を用

いて、続く情報付与の基礎となる単位として、節単位を認定した。続いて、これを単位として、係り

受け構造、要約、談話構造に関する情報付与を行った。

This paper describes annotations for the Corpus of Spontaneous Japanese. The information
we annotated to the corpus includes morphemes, clause units, dependency structures,
summaries, and discourse structures. They are integrated in the form of XML. Morphological
information was semi-automatically annotated to the transcribed text by reducing the human
labor cost within the framework of morphological annotation that we proposed. Next, clause
unites were detected based on the morphological information as basic units for our annotation.
Then, dependency structures, summaries, discourse structures were annotated based on the
clause units.
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については、国立国語研究所を中心に行われた。

情報通信研究機構（旧通信総合研究所）は、転記テ

キストに対し、形態素、節単位、係り受け構造、

要約、談話構造など様々な言語情報を付与した。

形態素については、国立国語研究所が小規模の転

記テキストに人手で注意深く情報を付与し、情報

通信研究機構がそれを学習データとして利用して

形態素解析システムを訓練し、そのシステムを用

いて残りの転記テキストに対し形態素情報を付与

した［2］。形態素情報付与について、より詳しくは

2で述べる。次に、付与された形態素情報を元に、

続く情報付与の基礎となる単位として、節単位を

認定した［3］。この節単位の認定については、3で

述べる。続いて、このような節を単位に、係り受

け構造の付与［4］、要約データ作成［5］、談話構造付

与［6］を行った。4で係り受け構造付与、5で要

約データ、6で談話構造解析について述べる。ま

た、7では、XML を用いてこれらのデータを統

合して記述・格納する仕組み［7］について概説す

る｡

2 形態素情報付与

転記テキストには、国立国語研究所で定義され

た短い単位と長い単位の 2 種類の形態素に関する

情報が付与されている。短い単位は短単位と呼ば

れ、その定義は一般的な辞書の見出しに近い。一

方、長い単位は長単位と呼ばれ、その定義には

様々な複合語が含まれる。これら二つの単位は長

さと品詞体系が異なり、長単位が短単位を包含す

るように定義されている。公開されたコーパス中

の短単位は延べ約 752 万語である。一方、長単位

は一つ以上の短単位から構成されるため数は 2 割

程度少ない。これらのうち約 1/8 に、人手で、品

詞や活用型、活用形などの形態素（形態論）情報が

付与された。その約 1/8 における形態素情報の精

度は、ランダムサンプリングによって約 99.9 ％

と推定されている。残りの約 7/8 については半自

動で形態素情報を付与した。

本論文では、コーパスを形態素解析し整備する

一連の処理を形態素情報付与と呼ぶことにする。

この枠組みを図示すると図 2 のようになる。この

枠組みの目的は、学習用コーパスと解析対象コー

パス及び形態素解析システムが与えられたとき

に、少ない人的コストでコーパス全体の形態素情

報の精度を向上させることにある。コーパス作成

の途中では、体系や定義が変更されることが多い

ため、形態素解析システムはコーパスの定義変更

にロバストなコーパスに基づく手法によるものを

採用する。一般に形態素解析においては、未知語

つまり辞書にも学習用コーパスにも現れない形態

素の存在が最も問題となる。この問題に対処する

図1 『日本語話し言葉コーパス』に付与された言語情報の概要
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ために、これまで大きく二つの方法がとられてき

た。一つは未知語を自動獲得し辞書に登録する方

法であり、もう一つは未知語でも解析できるよう

なモデルを作成する方法である。我々は両者の利

点を生かした、最大エントロピーモデルに基づく

形態素解析の手法を提案した［8］。この手法で用い

られるモデルは、任意の文字列について、その文

字列が形態素であるときのもっともらしさを確率

値として推定することができるため、未知語の問

題を解決できる可能性が高い。そこで、CSJ の形

態素解析にもこのモデルを採用した。さらに、本

プロジェクトでは、話し言葉特有の現象に対して

は、次のように対処した。

フィラーや言いよどみの存在

話し言葉に特有な現象であるフィラーや言いよ

どみは、任意の位置に出現する可能性があるため

特定するのが難しい。CSJ ではフィラーや言いよ

どみには人手でタグが付与されているため、これ

らを削除して形態素解析し、後で挿入した。

発音形

音声認識のための言語モデルを作成するために

は、形態素に関する情報の一つとして実際に発話

された発音形の情報が欠かせない。しかし、辞書

情報を用いて発音形の情報を補うのは無理があ

る。そこで、CSJ の転記テキストの発音形の

フィールドと形態素解析の結果との対応をとるこ

とにより実際の発音形を付与した。

形態素情報付与の枠組みは、下記に述べるよう

に、学習用コーパスの整備、解析対象コーパスの

整備、学習用コーパスの拡張からなる。CSJ では、

この枠組みで、未知語の検出と登録に 2％程度、

能動学習に 1 ％程度人手によるチェックを行っ

た。その結果、人手で形態素情報が付与されてい

ない全体の約 7/8 における短単位と長単位の最終

的な自動解析精度は、F 値でそれぞれ約 98.2と

96.5 程度と推測される。

学習用コーパスの整備

コーパスに基づく解析システムを用いる場合、

一般に、コーパスに誤りが多いと誤りに過学習し

解析精度が劣化する傾向がある。それを避けるた

めには、学習用コーパスの誤りを検出し修正する

必要がある。CSJ では、まず人手で学習用コーパ

スに形態素情報を付与し、解析結果と学習用コー

パスに差異がある部分に対し、それぞれモデルに

より確率値を計算し、それらの値に基づいて学習

用コーパスの該当部分を解析結果の対応部分で置

き換えるという、コーパス誤り検出・訂正の手法

を用いて誤りを検出した上で人手でチェックを

行った。

解析対象コーパスの整備

解析対象コーパスに未知語、つまり、辞書にも

学習用コーパスにも現れない語があると、未知語

の前後も解析を誤る可能性が高くなり、未知語の

数以上に誤りが増えることが多い。このような場

合、解析対象のコーパスにおける未知語を検出し

て辞書に登録し、さらに、低確率語を人手で

チェックすることによって、コーパス全体の精度

を向上させられる［9］。コーパスで複数種類の形態

素単位が定義されている場合でも、複数種類の形

態素単位が包含関係にある場合には、最も短い単

図2 形態素情報付与の枠組み
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位に関して未知語を抽出し、低確率語をチェック

すれば、長い単位の精度も向上する［9］。

学習用コーパスの拡張

コーパスに基づく形態素解析システムのモデル

は、一般に大量の学習用コーパスを必要とするこ

とが多い。しかし、学習用コーパスを単純に増や

しても、増やした量に比して精度の向上はわずか

であることが多い。なぜなら、形態素解析のモデ

ルでは、多くの場合、語と語の連接関係を学習し

ており、増やしたデータが既にモデルにとって推

定が容易な連接関係であると効果がほとんどない

ためである。したがって、大規模な解析対象コー

パスから、モデルにとって推定が難しい連接関係

を多く含むような有益なデータを抽出して学習用

コーパスを拡張する必要がある。それもできるだ

け少ない追加で大きな精度向上が得られるように

したい。本プロジェクトでは、能動学習により学

習用コーパスを拡張することにより、人的コスト

を削減した［10］。

3 節境界の認定

従来、書き言葉を対象とする場合には、情報付

与の対象となる一まとまりの単位としては「文」

が用いられてきた。しかしながら、自発的な話し

言葉を対象とする場合、文は必ずしも自明な単位

ではない。CSJ を対象とした場合、文を単位とす

ることには以下のような問題点がある。

書き言葉では書き手自身が句点によって区切

りを確定するのに対して、話し言葉にはこうし

た情報がない。

独話の特徴は一人の話者が続けて話し続ける

ことであるが、文法的に明確な文末形式が頻繁

に用いられるとは限らないため、極端に長い文

が生じてしまう場合がある。

自発的な話し言葉では、言い直し、言い換え、

言いやめなどの要因により文の範囲が確定しに

くい場合や語や文の断片だけで発話が構成され

る場合がある。

したがって、このような問題点に対処しつつ、

書き言葉における文に相当するような統語的・意

味的単位を何らかの方法で認定する必要がある。

そこで、我々はいわゆる文に代わる単位として

「節」を採用することにした。

●

●

●

日本語においては、述語の活用形や接続助詞な

どの局所的な形態素情報のみに基づいて様々な種

類の節境界を自動的に検出することが可能であ

る。我々は、国立国語研究所と共同で節境界自動

検出ツール CBAP［11］を改編し、CSJ の節境界を

自動的に検出するルール CBAP-csj を作成した。

CBAP-csj は、ある形態素の前後 1～3 語を読み

込んで節境界の種類を判別し、その種類に応じた

ラベルを挿入するものである。CSJ に付与される

形態素情報は「出現形 _ 品詞 _ 活用型 _ 活用形」

という四組で表現されている。ルールは、登録さ

れている節パタンに該当する形態素列を発見した

らその直後にラベルを挿入するという、パタン

マッチを用いた正規表現として記述されている。

なお、今回の節境界認定では、こうした節境界ラ

ベルを節直後の切れ目の大きさによって「絶対境

界［ ］」「強境界/ /」「弱境界〈 〉」という三レベ

ルに区分した。絶対境界は形式上明示的な文末表

現に相当する。強境界はいわゆる文末ではないが、

発話の大きな切れ目として考えられる節境界、弱

境界は節境界ではあるが通常は発話の切れ目にな

ることはないと考えられる節境界である。さらに、

絶対境界と強境界のみを発話の「デフォルト境界」

として採用することによって、一つ以上の節から

構成される「デフォルト単位」を自動認定した。こ

れら二種類の節境界は発話の大きな切れ目となる

境界で、統語的・意味的なまとまりを備えている

ため、様々な分析や処理にとって有用な単位の境

界であると考えられるからである。理論的には、

この区別は、節境界の形態の違いから従属節を複

数のクラスに分類し、それらを統語的・意味的な

自立性の度合いと関連づけた南［12］の分類に基づ

き、これを経験的な知見によって修正したもので

ある。こうした区分により、節の種類ごとに異な

る文法的な振る舞い（主題や格要素の共有、モダ

リティ要素のスコープの違いなど）をあらかじめ、

ある程度予測することができ、統語的・意味的に

自立しないデフォルト単位が生じるのを避けるこ

とができる。

CBAP-csj は局所的な形態素列のみを参照して

境界を判定するものであるため、「体言止」などの

特殊な節境界は発見できず、また、言い誤り・言

い差しなどのように自発的な話し言葉に特有の現

象や談話構造との関係に不都合が生じる箇所には
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対処できない。統語的にも意味的にもより適切な

単位を認定するためには、音声情報を参照しつつ、

デフォルト単位を人手修正する必要がある。そこ

で、我々は次の三種類の操作を定義し、修正作業

を行った。人手操作基準としては、約 40 種類が

定義されている。

二つ以上のデフォルト単位を「＋」でつなぐ。

デフォルト単位を「－」で切る。

要素を（ ）、｛ ｝、《　》で囲む。それぞれ、

挿入、引用、倒置を表わす。

4 係り受け構造の付与

本プロジェクトでは、様々な研究開発のニーズ

に答えるため、CSJ においても統語構造の情報を

付与することにした。コーパスは日本語が対象で

あるため、統語構造として文節間係り受け構造を

採用した。日本語は語順が比較的自由であり、文

節間の依存関係を特定するのが難しい場合が多

い。しかし、文の意味を理解するためにはその依

存関係を特定することが重要である。したがって、

日本語の処理においては、その特定が難しいが重

要である情報に特に着目し、統語構造として文節

間係り受け構造を採用することが多い。我々が入

手できる代表的な書き言葉のタグ付きコーパスの

一つで、機械翻訳、情報抽出、要約、質問応答な

ど様々な処理に利用されている京大コーパス［13］

もこのような構造を採用している。

CSJ における文節間係り受けは原則として京大

コーパスの基準に準拠するものとする。しかし、

書き言葉と話し言葉では現象が異なることが多

く、この基準だけではすべてを網羅することはで

きない。したがって、話し言葉特有の現象に対し

ては次のような新たな基準を設けた。

言い差し（言いやめ）

基本的に節境界認定の作業により別の節として

切り出されるが、言い差し部分を越えて係り受け

がある場合などは切り出されないことがある。こ

の場合は、言い差しについては係り先なしとする。

●

●

●

例）「卵」が言い差し

この─┐

家はですね─────────┐
│

卵　　　　　　　　　　　│
│

祖父が───────┤
│

はりきって───┤
│

一人で───┤

建てましたの

言い直し、言い換え

節単位内の言い直し、言い換えは新たに基準を

設けて対応する。言い直しや言い換えにも様々な

種類のものが考えられるが、CSJ における係り受

け構造においては、詳細な種類の分類は行わず、

言い直し、言い換えに関係する範囲を特定するこ

とに主眼を置く。言い直し関係、言い換え関係に

はラベルDが付与される。

例）「山田」が「山田さん」に言い直されている

山田─D┐

山田さんは────────┐
│

強靭な┐　　　　　　　│
│

肉体の─┐　　　　│
│

持ち主だと──┤

言ってましたね

挿入構造

係り受けは挿入構造内で閉じるものとする。挿

入構造は節境界認定作業により特定する。

例）「父から聞いた話なんですけど」が挿入節

この─┐

辺りは────────────┐
│

（父から┐　　　　　　　　　│
│

聞いた─┐　　　　　　│
│

話なんですけど） │
│

昔──────┤

たんぼだったんです

倒置

右から左への係り受けとする。

例）「これは」が倒置

私は─┐

耐えられないんです

└───これは

ねじれ

発話プランの変更により、不自然な統語構造と

なる場合が多いので、基本的に係り先はないもの

とする。話題導入表現の直後など大きい切れ目に
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おいては、節境界認定作業により節境界が認定さ

れ、別の単位となっている場合もある。

例）「目標は」の係り先が不自然

次の─┐

目標は

マラソンで┐

優勝したいと┐

思います

実際の付与作業は独自のツールを用いて、人手

で行った。一つの講演に対して、2 人の作業者が

情報を付与し、1 人のチェッカーが検査をすると

いう体制で行った。対象は節単位を認定した 199

講演分であり、対話と再朗読は対象外とした。

5 各種要約データの作成

従来、計算機による自動要約の手法は、重要文

あるいは重要部分の抽出を基本としている。すな

わち、「要約」とは重要部分の抽出の集合とみなす

ことが多い。このような背景から、本プロジェク

トにおいても、CSJ 内の談話を「要約」した重要文

選択データを作成したが、今後の自然言語処理技

術の発展に寄与すべく、重要文選択以外の方法に

よる「要約」データも作成した。具体的には、以下

の 3 タイプの要約データを作成した。なお、これ

らのデータは節単位を認定した 199 講演分に対し

て提供されている情報である。

重要文選択データ

重要文選択データは、それぞれの講演について、

要約率 50％と 10％の重要文選択を行うことによ

り作成した。ここで、要約率とは、例えば 10 ％

の要約率を指定された作業者は、与えられた転記

テキストの文字数で全体の 10 ％分だけになるよ

う転記テキスト中の単位を選択することを示す。

重要文選択の際、選択に使用する単位は、前節で

述べた節境界情報を利用した「節」である。まず要

約率 50 ％の重要文選択を行い、この中から更に

元講演に対する要約率が 10 ％になるように重要

文選択を行った。

自由要約データ

重要文選択データとは別に転記テキストから直

接書き言葉の文章の形式に講演を要約した自由要

約データも作成した。自由要約データもそれぞれ

の談話につき、要約率 50 ％と 10 ％の 2 種類の

データを作成した。要約率 50 ％のデータ作成で

は編集操作を限定し、重要な部分の抽出と各部分

内での表現の変更のみで要約作成を行った。要約

率 10％の場合は、基本的には要約率 50％の場合

と同様の操作を中心にデータ作成を行うが、それ

では必要な内容を十分に含めることができない場

合には、自由な表現の書換えや部分の入替えを許

した。

文編集データ

文編集は、自由要約データとは異なり、重要文

選択データに対して、作業者が、特定の言語操作

のみを用いて重要文を書き換え、簡潔な要約を作

成したデータである。すなわち、計算機が自由要

約を自動生成する課題を考える上で、既存の重要

文選択手法との溝を埋める中間的な課題と言え

る。

作業者が重要文選択されたデータについて行う

ことができる言語操作は、単語や文節を削除する

ことが基本である。転記テキストにない新しい語

や表現を挿入する操作は、それを行わないと文が

非文法的であるときのみに限定した。また、この

ような言語操作により重要文選択データを書き換

える目的は、重要文選択データの要約としての読

みやすさを維持しながら、冗長性を排除し、より

簡潔な要約を作成することに主眼を置いた。

6 談話構造解析

本節では、CSJ に付与した談話構造に関するタ

グとその付与方法を紹介する。本プロジェクトで

行った談話構造タグ付与は、Groszと Sidner の談

話構造理論（以下 GS）を背景としている［14］。GS

では、話し手の意図や目的が談話の表層的な言語

構造に反映されると見なす。GS における話し手

の意図ないし目的とは、以下にかかわるものであ

る。

なぜ（他の行動ではなく）談話という言語行動

によって事をなそうとしているのか

なぜ（他の内容ではなく）この談話の内容を伝

達しているのか

さらに、談話全体が一つの目的を持つだけでは

なく、談話を構成する複数の談話セグメントも、

談話全体が果たす目的の部分目的となり得る談話

●

●
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セグメント目的（以下、談話目的）を持つと考える。

GS を談話モデルとして用いた先行研究は幾つ

か存在する。我々はそのような研究の中で実際の

データに談話構造を付与した Nakatani らのマ

ニュアル［15］（以下、IAD）に注目した。そして、

IADを CSJ の談話に適用する際の問題点を整理

し、IAD 拡張することによって CSJ の談話に談

話構造タグを付与することにした。IADでは、談

話構造タグ付与のための作業を（1）セグメント境

界の特定、（2）セグメント間の階層関係の特定、

（3）談話セグメント目的の記述、の三つに分けて

いる。しかし、IADによる談話タグ付けを予備的

に行った結果、IADでは上の各作業をどの順番で

行うかについては明示していないことから、例え

ば、セグメント境界とセグメントの階層関係を同

時に特定しようとして作業が混乱し、作業者間で

タグ付け結果に相違が生じやすいことが分かっ

た。

この問題に対処するため、談話セグメントの同

定作業を以下の二つの作業に分割した。

作業 1） 一つの談話を階層性のない小説の章の

ような談話セグメントに分割する。この

作業は音声を聞きながら行い、一つの談

話は複数人の作業者で分析する。作業者

間が安定して認定した談話セグメントを

セクションと呼ぶ。

作業 2） 節認定作業で得られた節をまとめあげ

て、内容上一貫性のある節の連鎖のパ

ターンを発見する。この作業で認定した

談話セグメントをエピソードと呼ぶ。

これにより、談話全体を大きく分割する談話セ

グメント階層と、節のレベルを意味的にまとめる

談話セグメント階層の認定を、作業のレベルで分

離した。この結果として、セクション境界をまた

いでエピソードが認定された例は非常に少なく

なった。また、二つの作業の結果の整合性を保つ

ために、作業 2 において談話目的を記述しその談

話目的に基づいてセクションの談話目的を設定し

た。この結果、公開データでは、一つの談話は複

数のセクションからなり、各セクションには一つ

以上のエピソードが存在する。

7 XMLを用いたアノテーションの
統合

CSJ にアノテーションとして付与された様々な

情報は、XML を用いて統合し記述・格納した。

このためにまず、転記テキストに対して付与され

た文節、係り受け、節境界、重要文、談話構造に

関する情報の XML 化と相互の関連の記述を行

い、次に、国立国語研究所により別途付与された

音韻的なアノテーション情報との結合を行った。

言語的な情報に対しては、講演を節単位、文節と

いった階層構造で表現し、各節単位に談話や重要

文の情報を、また文節に係り受けの情報を持たせ

た。これを一定長以上の無音区間によって分割さ

れた転記基本単位を構成要素とする構造と結合す

る際には、転記基本単位が節単位や文節と交差す

る可能性があるため、情報損失なしにこれらを結

合する手段として、節単位や文節といった単位を

階層の中では明示的には表現せず、これらが持っ

ていた情報をすべて当該単位の構成要素のうち、

先頭の短単位に持たせるという方法をとった。こ

の基本転記単位を構成要素とする構造から節単

位、文節といった階層構造を復元する際には、転

記基本単位の境界を越えてすべての短単位につい

て、節単位ないし文節に関する属性を持っている

ものから後続する短単位のうち、節単位ないし文

節に関する属性を持たないものを集めることにな

る。XML を用いることにより、論理的に異なる

層に属しているデータや、互いに依存関係を持つ

データを効率的に表現することができた。

作成された XML データの利用形態としては、

単一講演内のデータを対象とする場合と、複数講

演を横断的に調べる場合がある。単一講演を対象

とする場合は、もとの XML インスタンスから目

的に応じた情報や構造を抽出し、別の形式に変換

することで利用しやすくなる。XSLT などの XML

関連技術を用いることにより、これは容易に実現

できる。複数講演を対象とする場合は、データ

ベースシステムが必要となるが、現状ではネイ

ティブ XML データベースを用いて XML データ

のまま格納する方法、データを関係データベース

のデータ構造に置き換えて格納する方法、バック

エンドとして関係データベースを用いるがフロン

トエンドではXMLデータを用いる方法がある。
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8 まとめ

本論文では、情報通信研究機構（旧通信総合研

究所）が『日本語話し言葉コーパス（CSJ）』に対し

て行った情報付与の概要を述べた。プロジェクト

終了後、CSJ に付与された情報を学習に用いて、

文境界認定や形態素解析、係り受け解析など自然

言語処理技術の精度向上を図る［16］［17］とともに、

CSJ の作成に伴って開発されたツール群の充実を

図るなど、引き続き話し言葉を対象とした情報付

与技術や解析技術の研究開発を行っている。
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